
「みんなで汗をかいて楽しもう！」
「未来への架け橋をつくろう」地区のスローガン

クラブのスローガン

2024～2025年度
国際ロータリーのテーマ

◆本日のプログラム ◆次回のプログラム

E-mail : hokusei@ok6rc.jp　http://okayama-hokusei-rc.jp

E-mail : jimu@kyotosuzakurc.com

会 長
副 会 長
幹 事
副 幹 事
理事・Ｓ.Ａ.Ａ.
副 Ｓ . Ａ . Ａ .

山 田 喜 広
樋 口 芳 紀
槌 田 道 弘
藤 島 和 美
仲 田 錠 二
波 多 万 行

◆理事・役員（2024.7～2025.6）
会 計
理事・職業奉仕
理事・社会奉仕
理事・国際奉仕
理事・青少年奉仕
理事・会員増強

森 本 剛 仁
岡 村 秀 男
藤 岡 　 温
川 西 熊 雄
岡 本 浩 三
岩 本 一 壽

理事・プログラム
理事・親睦活動
理事・ロータリー財団
直 前 会 長
次 期 会 長

井 川 浩 典
高 橋 峯 男
堀 川 辰 也
相 原 利 行
笠 原 英 司

「会長・幹事退任挨拶」
会長退任挨拶 会  長　相　原　利　行　会員 
　前々年度の指名委員会で次期会長にご指名いただいてから、不安ばかりでした。前年度の鴨井年度で一気に会員増
強が実現し、日に日に雰囲気も良くなってきて、この流れを壊したくないと不安も一層大きくなりました。そこで二つのことを実
現させようと考えました。一つは入江会員、山田会員の副会長２名体制、もう一つは波多さんにご入会いただくことです。副
会長２名体制は、残念ながら指名委員会で賛同を得られることが出来ず実現しませんでしたが、山田会員が私の次の年
度の会長指名を受けられたことで、結果的には同じことになりました。波多さんには１年以上の時間がかかりましたが、前年
度の鴨井会長、橘高幹事のご協力のお陰でご入会いただくことが出来ました。
　皆さんのご協力のもと、何とか１年間過ごすことが出来ましたが、澤田会員と石川会員の退会は私にとって試練でした。次年度の山田会長、槌田
幹事と共に、新入会員の退会防止を重視していた中でのことでしたので、大変ショックでした。
　最後になりましたが、石川会員の退会の後、副会長の職にありながら毎週の週報を作成いただいた入江副会長をはじめとしたひな壇の皆さん、
特に森本幹事には感謝しかありません。最初は「金は出しても、口は出さない」を心に決めておりましたが、年度の途中、後悔はしたくないと自分の中
で振り切った時があり、それからは細かいことにも口出しをしてしまいました。また、米山奨学金の個人寄付等、お金も沢山使わせました。
　これからも、次年度の山田会長、槌田幹事はじめ皆さんへこの１年の恩返しが出来るようこのクラブの中で自分が出来ることで貢献していきたい
と思います。

幹事退任挨拶 幹事　森　本　剛　仁　会員 
　皆さん、こんにちは。本日の出席、ありがとうございます。人生最後の幹事退任あいさつを行います。
　さて、相原年度はいかがだったでしょうか。まずはこの一年間、相原年度を支えて頂きました全ての会員の皆様に、 感謝
申し上げます。今年度当クラブのスローガンは「仲間を増やそう」でした。皆様、仲間を増やすことは出来たでしょうか？
　今年度、例年通りの行事、イベントを開催いたしましたが、新しい試みとして6RC合同特別例会、懇親会が開催されまし
た。これは昨年度6RCの事務所を移転し、これをきっかけにさらなる6RCの「絆と交流を深めることができますように」といっ
た趣旨での開催でした。当日の席次は次年度の委員会単位で、情報交換の時間をもうけ、今後のロータリー活動のヒントになればと、考えられたも
のでした。クラブを越えて親睦を深めることができた貴重な時間となりました。
　今年度、幹事としていろいろな経験をさせて頂きましたが、あした彩の卒業イベントは心に残るものでした。講演は2016年に交通事故で長男謙真
くんを亡くされた犯罪被害者遺族の高田香さんによるものでした。講演の内容は当時、小学校1年生の謙真くんは下校途中に青信号の横断歩道を
横断しているときに、右折してきた2tトラックに衝突してしまったという事故についてでした。事故の原因は、加害者の前方不注意です。加害者へは
過失運転致死、禁固3年、執行猶予4年という判決が出ました。
　犯罪被害者遺族と聞いて、皆さんは何を思われますか。私は高田さんの講演を聞いてご遺族の絶望感は計り知れないものだなと思いました。そ
して、自分も犯罪被害者になるかもしれない、車を運転する以上、加害者になってしまうかもしれない、あるいは遺族になってしまうかもしれないと思う
と、自分の中で少し考え方が変わったように思いました。
　高田さんの講演を聞いて、大きな希望もありました。それは、あした彩に所属される若い学生たちの行動です。彼らは2017年岡山県内の大学と専
門学校の学生が集まり「犯罪被害者支援大学生ボランティア連絡会」として岡山県警察のご協力により発足しました。私があした彩の活動を知った
のはもちろん、岡山北西RCに入会してからです。多くの学生が犯罪被害者を減らそうと活動されていることに感心しました。クラブとしても今後も継
続してあした彩を支援することで、将来、犯罪の数、そして被害者、加害者、さらに犯罪被害者遣族の数が減っていくことになれば大変うれしいこと
だと思いました。
　今年度は多くの周年記念式典、祝賀会にクラブを代表して参加させて頂きました。全ての式典が記憶に残るものでしたが特に親クラブであります
岡山北RCの創立55周年記念式典での全盲の竹内昌彦さんの講演は感動するものでした。講演の内容は、いじめや障害者差別など数々の困難
に立ち向かい、ひとつひとつ乗り越えて成長していく人生の物語でした。現在は国境を越えて、手術をすれば目が見えるようになる方への支援をな
さっています。竹内さんの講演を聞いてどんな時も前向きに歩み続ける事、生きることの意味、命の尊さなど勉強させて頂いたように思います。
　2月11日には創立55周年を迎えられた岡山東RCの記念式典に参加させて頂きました。当日は来賓の岡山市長をはじめ、190名もの参加者がプラ
ザホテルで岡山東RCの55周年をお祝いされました。岡山東RCの会員約100名が、この式典にどれだけの熱意を注いでこられたか・・思いが伝わ
る記憶に残る式典でした。岡山城に寄贈された掛け軸の素睛らしさ、こだわりのドリンクとお料理、55周年記念旅行のビデオ放映、アトラクションは涙
あり笑いありの盛りだくさんのものでどれも大満足でした。そして何より感動したのは、会員の出席率が100％だったことです。この式典の準備に1年
半をかけたとお聞きしました。本当に大変だったと思いますが、皆で作り上けた式典、祝宴は素睛らしいものでした。
　3月6日にはグランヴィアにて岡山RC創立90周年記念式典が盛大に開催されました。創立当時からの様子が白黒の映像で紹介され、戦前から受
け継がれてきた歴史の重さを感じました。皆様、ご存じの通り、岡山RCは岡山で最初の、また2690地区でも一番古いクラブです。2690地区にある65
クラブのうち実に51クラブが岡山RCの子や孫クラブです。当日は県内のRCはもとより、台湾から高雄RCやアメリカのサンノゼRCと、約260人が参加
されました。さすが岡山RCでした。
　またクラブ内で開催された行事、王子が岳での清掃活動、京都朱雀RC様との友好旅行、外国人の方への無料健康相談、高校生による岡山の
歴史文化研究フォーラムなど多くの行事を滞りなく終えることが出来たのも、これらを支えてくださった各委員長、会員の皆様のおかげです。大変お
世話になりました。
　幹事になると、クラブのこと、ロータリーのことがよく分かると聞きましたが、その通りでした。当クラブに入会させて頂いて7年が経ち、この2年間はひ
な壇に座らせて頂きました。どの程度、お役に立てたかわかりませんが私にとっては非常に有意義な時間であり、特別な経験でした。皆様、至らない
私でしたが一年間、幹事を支えて頂きましてありがとうございました。長きにわたりクラブを支えてくださった中山さん、岡山北西RC会員の皆様に再
度感謝を申し上げ、幹事退任挨拶とさせて頂きます。一年間、ありがとうこざいました。
　
　 
出席の状況　
会 員 数　49名（内出席免除者　０名） 出席者数　45名
欠席者数　４名 出 席 率　91.84％　　　　
欠 席 者　久松，笠原，川本，小林

ビ ジ タ ー 
〈岡山後楽園RC〉　森谷  行利  様  　〈岡山RC〉　岡本  典久  様

会 長 報 告 会  長　相　原　利　行
　いよいよ今日が本年度最後の例会となりました。皆さまには一年間大変お世話になりました。最後に残念なお知らせです。本日を
もちまして、平松信会員と田原誠会員が退会されることになりました。本年度は47名の会員数で始まり、次年度も同じく47名で山田
次期会長に引き継ぐことになりました。何とか会員数を減らさずに引き継ぐことになり安堵しております。
幹 事 報 告 幹  事　森　本　剛　仁
① 7月の出席確認表を回覧いたしますので、よろしくお願いいたします。
② 岡山東RC創立55周年記念冊子、他クラブ月報・週報を回覧いたします。
③ 今年度のクラブ運営にご理解とご協力頂きました全ての皆様に感謝いたします。
スマイル報告　
岡山後楽園RC　森谷行利様 : 相原会長、一年間ご苦労様でした。
ひな壇一同: 本日で相原年度の最終例会となりました。会員皆様の協力のもと一年間無事に終わる事が、出来ますことに、ひな壇

一同御礼を申し上げます。
相原会長 : 森谷先生、本日はご来訪ありがとうございます。次年度にお願いしております卓話、よろしくお願いいたします。
森本幹事 : 平松会員、田原会員、事務局の中山さん、これまでお疲れ様でした。

相原年度、最後の例会に出席していただき、ありがとうございます。
丹治会員 : 相原会長はじめひな壇の皆様、一年間ありがとうございました。
末吉会員 : 相原会長、森本幹事、一年間ありがとうございました。
岡本会員 : 会長、幹事、一年間お疲れ様でした。

平松会員、本日最後での退会、同期入会の方で淋しくなります。お世話になりました。
新山会員 : 相原会長、森本幹事、一年間お疲れ様でした。色 と々ご指導して頂いたことに感謝してスマイルします。

本日の歴史同好会で講師を務めさせて頂きます。宜しくお願い致します。
山田会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様、一年間大変お疲れ様でした。安定感のある年度で素晴らしかったです。

次週から新年度になります。皆様宜しくお願い致します。
鴨井会員 : 相原会長、森本幹事、一年間ありがとうございました。相原会長、そこからの眺めはいかがでしたか。来週からはこち

ら側でのんびりしましょう。
藤島会員 : ひな壇の皆様お疲れ様でした。先日、出席部会の集まりに参加させていただきました。横山さんご馳走様でした。
橘高会員 : 相原会長年度のひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。

平松会員、長い間お世話になりありがとうございました。
槌田会員 : 相原年度、一年間お疲れ様でした。
仲田会員 : 相原会長、ひな壇の皆様一年間大変お世話になりました。感謝を込めてスマイルします。
横山会員 : 一年間ありがとうございました。
樋口会員 : 相原会長、ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
堀川会員 : 相原会長を始め、ひな壇の皆様一年間お疲れ様でした。また、お世話になりました。
日笠（伸）会員 : ひな壇の皆様をはじめとする今年度の理事・役員の皆様、一年間本当にお疲れ様でした。
福元会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
藤岡会員 : 相原会長ほか、ひな壇の皆様、大変お疲れ様でした。よく頑張られました。有難うございました。平松先生、田原先生、

有難うございました。
加茂会員 : ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
氏房会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様一年間ご苦労様でした。
平松会員 : 相原会長、森本幹事の理事・役員の皆様ご活躍に御礼申し上げます。私は今回をもちまして退会させていただきます。

2010年川西会長の時に、岩本会員・木本会員による推薦により入会させていただきまして感謝しています。岡山北西
RCの先輩をはじめ、すべての会員の方とご一緒に、有意義な毎日を過ごさせていただき、有難うございました。当クラ
ブのますますのご発展と皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。

井川会員 : 平松先生、大変お世話になり本当にありがとうございました。
田原会員、お会いできて光栄でした。本日までありがとうございました。
副幹事としての最後の例会を無事に迎えることができました。皆様のご協力に感謝しスマイルいたします。

山下会員 : 後楽園RCの森谷先生がお見えなのでスマイルします。
22日㈯東京の如水会館で免疫細胞「瀬田グループ」の感謝祭があり（25周年）東京出張しました。帰りは「サンライズ瀬戸」で帰りました。

村田会員 : 前回から参加ですが大変あたたかく迎えて頂き、感謝しております。本年度ひな壇の皆様、お疲れでございました。
高橋会員 : 2年ぶりに100％出席が出来ました。事務局に聞いたら今年も金一封が出るとの事なのでクラブ財政のためスマイルします。
藤木会員 : 今年は殆ど出席できませんでした。来年は頑張れる時は頑張りたいと思います。
三宅会員 : 西岡会員のご機嫌にスマイルします。
西岡会員 : 相原会長、森本幹事、一年間お疲れ様でした。会員皆様、一年間スマイルありがとうございました。本年度スマイル、

2,013,000円集まりました。ありがとうございました。 30件　154,000円（累計2,013,000円）

2023-2024年度表彰　 　　　

退会の挨拶 
退会のご挨拶 　　平　松　　　信　会員
　今月をもちましてRCを退会させていただきます平松信でございます。
2010年の川西会長の時に岩本会員、木本会員の推薦により岡山北西RCの会員にならせていただきましたこと
で、人生を豊かにさせていただきました。
　先輩の会員にご指導いただきまして、またすべての会員の皆様と有意義に過ごさせていただきましたこと深謝
いたします。国歌、ロータリーの歌、クラブソング、藤木会員の音楽などを聴かせていただき、そして多くの会議や友好に参加させてい
ただきまして楽しいひとときを過ごさせていただきました。しかし最近は例会以外には参加できにくくなりましたので、私の会長の際に
副会長をしていただきました相原会員の会長退任により退会させていただきます。次年度の山田会長とは、自宅が近くですので参
加できませんこと残念に思います。次々年度の笠原会員のご活躍も信じています。事務員の皆様のお心遣い、グランヴィアのご配慮
に感謝いたします。岡山北西RCのなお一層のご発展と皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。まことに有難うございました。
退会のご挨拶 　　田　原　　　誠　会員
　岡山理科大学附属中学校と高等学校の校長の田原と申します。
　本日は、今年度をもちまして、岡山北西RCを退会させていただくことになり、これまで本RCにお世話になりま
したことへのお礼とご挨拶に参りました。
　岡山理科大学附属中学校は、本RCのインターアクトクラブの活動に参加させていただいておりました。特
に、高校生の部門がインターアクトクラブに積極的に参加しておりましたが、現在、附属中学校は高校部門を
持たない中学校となっております。今年3月に最後の高校生が卒業いたしましたことから、RCの方 と々ご相談
の上、退会させていただくことになりました。
　岡山北西RC様には、前校長の時代も含め、8年以上にわたりインターアクトクラブの活動についてお世話になりました。心より感
謝申し上げます。
　最後になりましたが、岡山北西RC様と会員の皆様の益々のご発展をお祈り申し上げます。どうもありがとうございました。
野球同好会　活動報告
 野球同好会監督　笠原  英司　会員
　6月16日の高松リーグでは昨年15-6と大敗した高松南
ロータリーとの対戦でした。全員の猛打炸裂で大勝しま
した。次は7月28日㈰高松グリーンとの対戦です。

７月お祝い行事

歴史同好会報告 仲　田　錠　二　会員
第12回理事・役員会議事録
日時　2024年６月３日㈪13：30～14：00　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「トパーズの間」
⒈ 開　　会 会　　　長　相原利行
 司会・幹事　森本剛仁
⒉ 出席者の確認 副　幹　事　井川浩典
相原利行　入江直人　森本剛仁　井川浩典　西岡貞則　日笠常信　与田卓士　樋口芳紀
笠原英司　堀川辰也　山田喜広　　　オブザーバー　槌田道弘　　 

⒊ 会長挨拶 相原利行
⒋ 審議事項
① 6月のプログラムについて（資料1）
　　資料１の通り承認された。
② IDM兼お花見会の収支報告について（資料2）
　　資料２の通り承認された。参加人数、量などを次回の参考にする。
③ 社会奉仕委員会の収支報告について（資料3）
　　資料３の通り承認された。
④ 京都朱雀RCとの友好交流会決算について（資料4）
　　資料４の通り承認された。
⑤ Ｒ財団寄附金について（資料5）
　為替レートの大きな変動により、Ｒ財団寄付金の目標を達成できない状況にあることから、個
人寄付とポリオプラスの積立金の流用で目標を達成させる運用が提案され、承認された。

⒌ 協議事項
　①インターアクトクラブの方向性について
　候補校にアプローチを行い、インターアクトクラブ地区協議会などへは引き続き参加すること
とする。

⒍ 報告事項
　① 岡山旭川RCとの合同事業について
　外国人無料健康診断の旭川RC、北西RCの費用負担については各10万円を限度に負担すること
を申し合わせており、旭川RCはチラシ費用を負担し、残りを済生会に支払い、北西RCは弁当代、
通訳の交通費を負担し、残りを済生会に支払ったことが報告された。

　② 年度末表彰について（資料6）
　（ホームクラブ出席100％表彰・スマイル表彰）
　　例年通り表彰することが報告された。
⒎ 閉　　会 副会長　入江直人

６月のお祝い行事
　

７月１日㈪
「会長・副会長・幹事就任挨拶」
会　長  山田 喜広 会員
副会長  樋口 芳紀 会員
幹　事  槌田 道弘 会員

７月８日㈪
ガバナー公式訪問例会
（夜間例会）

No.01427　2024.7.1　第1例会
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「会長・幹事退任挨拶」
会長退任挨拶 会  長　相　原　利　行　会員 
　前々年度の指名委員会で次期会長にご指名いただいてから、不安ばかりでした。前年度の鴨井年度で一気に会員増
強が実現し、日に日に雰囲気も良くなってきて、この流れを壊したくないと不安も一層大きくなりました。そこで二つのことを実
現させようと考えました。一つは入江会員、山田会員の副会長２名体制、もう一つは波多さんにご入会いただくことです。副
会長２名体制は、残念ながら指名委員会で賛同を得られることが出来ず実現しませんでしたが、山田会員が私の次の年
度の会長指名を受けられたことで、結果的には同じことになりました。波多さんには１年以上の時間がかかりましたが、前年
度の鴨井会長、橘高幹事のご協力のお陰でご入会いただくことが出来ました。
　皆さんのご協力のもと、何とか１年間過ごすことが出来ましたが、澤田会員と石川会員の退会は私にとって試練でした。次年度の山田会長、槌田
幹事と共に、新入会員の退会防止を重視していた中でのことでしたので、大変ショックでした。
　最後になりましたが、石川会員の退会の後、副会長の職にありながら毎週の週報を作成いただいた入江副会長をはじめとしたひな壇の皆さん、
特に森本幹事には感謝しかありません。最初は「金は出しても、口は出さない」を心に決めておりましたが、年度の途中、後悔はしたくないと自分の中
で振り切った時があり、それからは細かいことにも口出しをしてしまいました。また、米山奨学金の個人寄付等、お金も沢山使わせました。
　これからも、次年度の山田会長、槌田幹事はじめ皆さんへこの１年の恩返しが出来るようこのクラブの中で自分が出来ることで貢献していきたい
と思います。

幹事退任挨拶 幹事　森　本　剛　仁　会員 
　皆さん、こんにちは。本日の出席、ありがとうございます。人生最後の幹事退任あいさつを行います。
　さて、相原年度はいかがだったでしょうか。まずはこの一年間、相原年度を支えて頂きました全ての会員の皆様に、 感謝
申し上げます。今年度当クラブのスローガンは「仲間を増やそう」でした。皆様、仲間を増やすことは出来たでしょうか？
　今年度、例年通りの行事、イベントを開催いたしましたが、新しい試みとして6RC合同特別例会、懇親会が開催されまし
た。これは昨年度6RCの事務所を移転し、これをきっかけにさらなる6RCの「絆と交流を深めることができますように」といっ
た趣旨での開催でした。当日の席次は次年度の委員会単位で、情報交換の時間をもうけ、今後のロータリー活動のヒントになればと、考えられたも
のでした。クラブを越えて親睦を深めることができた貴重な時間となりました。
　今年度、幹事としていろいろな経験をさせて頂きましたが、あした彩の卒業イベントは心に残るものでした。講演は2016年に交通事故で長男謙真
くんを亡くされた犯罪被害者遺族の高田香さんによるものでした。講演の内容は当時、小学校1年生の謙真くんは下校途中に青信号の横断歩道を
横断しているときに、右折してきた2tトラックに衝突してしまったという事故についてでした。事故の原因は、加害者の前方不注意です。加害者へは
過失運転致死、禁固3年、執行猶予4年という判決が出ました。
　犯罪被害者遺族と聞いて、皆さんは何を思われますか。私は高田さんの講演を聞いてご遺族の絶望感は計り知れないものだなと思いました。そ
して、自分も犯罪被害者になるかもしれない、車を運転する以上、加害者になってしまうかもしれない、あるいは遺族になってしまうかもしれないと思う
と、自分の中で少し考え方が変わったように思いました。
　高田さんの講演を聞いて、大きな希望もありました。それは、あした彩に所属される若い学生たちの行動です。彼らは2017年岡山県内の大学と専
門学校の学生が集まり「犯罪被害者支援大学生ボランティア連絡会」として岡山県警察のご協力により発足しました。私があした彩の活動を知った
のはもちろん、岡山北西RCに入会してからです。多くの学生が犯罪被害者を減らそうと活動されていることに感心しました。クラブとしても今後も継
続してあした彩を支援することで、将来、犯罪の数、そして被害者、加害者、さらに犯罪被害者遣族の数が減っていくことになれば大変うれしいこと
だと思いました。
　今年度は多くの周年記念式典、祝賀会にクラブを代表して参加させて頂きました。全ての式典が記憶に残るものでしたが特に親クラブであります
岡山北RCの創立55周年記念式典での全盲の竹内昌彦さんの講演は感動するものでした。講演の内容は、いじめや障害者差別など数々の困難
に立ち向かい、ひとつひとつ乗り越えて成長していく人生の物語でした。現在は国境を越えて、手術をすれば目が見えるようになる方への支援をな
さっています。竹内さんの講演を聞いてどんな時も前向きに歩み続ける事、生きることの意味、命の尊さなど勉強させて頂いたように思います。
　2月11日には創立55周年を迎えられた岡山東RCの記念式典に参加させて頂きました。当日は来賓の岡山市長をはじめ、190名もの参加者がプラ
ザホテルで岡山東RCの55周年をお祝いされました。岡山東RCの会員約100名が、この式典にどれだけの熱意を注いでこられたか・・思いが伝わ
る記憶に残る式典でした。岡山城に寄贈された掛け軸の素睛らしさ、こだわりのドリンクとお料理、55周年記念旅行のビデオ放映、アトラクションは涙
あり笑いありの盛りだくさんのものでどれも大満足でした。そして何より感動したのは、会員の出席率が100％だったことです。この式典の準備に1年
半をかけたとお聞きしました。本当に大変だったと思いますが、皆で作り上けた式典、祝宴は素睛らしいものでした。
　3月6日にはグランヴィアにて岡山RC創立90周年記念式典が盛大に開催されました。創立当時からの様子が白黒の映像で紹介され、戦前から受
け継がれてきた歴史の重さを感じました。皆様、ご存じの通り、岡山RCは岡山で最初の、また2690地区でも一番古いクラブです。2690地区にある65
クラブのうち実に51クラブが岡山RCの子や孫クラブです。当日は県内のRCはもとより、台湾から高雄RCやアメリカのサンノゼRCと、約260人が参加
されました。さすが岡山RCでした。
　またクラブ内で開催された行事、王子が岳での清掃活動、京都朱雀RC様との友好旅行、外国人の方への無料健康相談、高校生による岡山の
歴史文化研究フォーラムなど多くの行事を滞りなく終えることが出来たのも、これらを支えてくださった各委員長、会員の皆様のおかげです。大変お
世話になりました。
　幹事になると、クラブのこと、ロータリーのことがよく分かると聞きましたが、その通りでした。当クラブに入会させて頂いて7年が経ち、この2年間はひ
な壇に座らせて頂きました。どの程度、お役に立てたかわかりませんが私にとっては非常に有意義な時間であり、特別な経験でした。皆様、至らない
私でしたが一年間、幹事を支えて頂きましてありがとうございました。長きにわたりクラブを支えてくださった中山さん、岡山北西RC会員の皆様に再
度感謝を申し上げ、幹事退任挨拶とさせて頂きます。一年間、ありがとうこざいました。
　
　 
出席の状況　
会 員 数　49名（内出席免除者　０名） 出席者数　45名
欠席者数　４名 出 席 率　91.84％　　　　
欠 席 者　久松，笠原，川本，小林

ビ ジ タ ー 
〈岡山後楽園RC〉　森谷  行利  様  　〈岡山RC〉　岡本  典久  様

会 長 報 告 会  長　相　原　利　行
　いよいよ今日が本年度最後の例会となりました。皆さまには一年間大変お世話になりました。最後に残念なお知らせです。本日を
もちまして、平松信会員と田原誠会員が退会されることになりました。本年度は47名の会員数で始まり、次年度も同じく47名で山田
次期会長に引き継ぐことになりました。何とか会員数を減らさずに引き継ぐことになり安堵しております。
幹 事 報 告 幹  事　森　本　剛　仁
① 7月の出席確認表を回覧いたしますので、よろしくお願いいたします。
② 岡山東RC創立55周年記念冊子、他クラブ月報・週報を回覧いたします。
③ 今年度のクラブ運営にご理解とご協力頂きました全ての皆様に感謝いたします。
スマイル報告　
岡山後楽園RC　森谷行利様 : 相原会長、一年間ご苦労様でした。
ひな壇一同: 本日で相原年度の最終例会となりました。会員皆様の協力のもと一年間無事に終わる事が、出来ますことに、ひな壇

一同御礼を申し上げます。
相原会長 : 森谷先生、本日はご来訪ありがとうございます。次年度にお願いしております卓話、よろしくお願いいたします。
森本幹事 : 平松会員、田原会員、事務局の中山さん、これまでお疲れ様でした。

相原年度、最後の例会に出席していただき、ありがとうございます。
丹治会員 : 相原会長はじめひな壇の皆様、一年間ありがとうございました。
末吉会員 : 相原会長、森本幹事、一年間ありがとうございました。
岡本会員 : 会長、幹事、一年間お疲れ様でした。

平松会員、本日最後での退会、同期入会の方で淋しくなります。お世話になりました。
新山会員 : 相原会長、森本幹事、一年間お疲れ様でした。色 と々ご指導して頂いたことに感謝してスマイルします。

本日の歴史同好会で講師を務めさせて頂きます。宜しくお願い致します。
山田会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様、一年間大変お疲れ様でした。安定感のある年度で素晴らしかったです。

次週から新年度になります。皆様宜しくお願い致します。
鴨井会員 : 相原会長、森本幹事、一年間ありがとうございました。相原会長、そこからの眺めはいかがでしたか。来週からはこち

ら側でのんびりしましょう。
藤島会員 : ひな壇の皆様お疲れ様でした。先日、出席部会の集まりに参加させていただきました。横山さんご馳走様でした。
橘高会員 : 相原会長年度のひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。

平松会員、長い間お世話になりありがとうございました。
槌田会員 : 相原年度、一年間お疲れ様でした。
仲田会員 : 相原会長、ひな壇の皆様一年間大変お世話になりました。感謝を込めてスマイルします。
横山会員 : 一年間ありがとうございました。
樋口会員 : 相原会長、ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
堀川会員 : 相原会長を始め、ひな壇の皆様一年間お疲れ様でした。また、お世話になりました。
日笠（伸）会員 : ひな壇の皆様をはじめとする今年度の理事・役員の皆様、一年間本当にお疲れ様でした。
福元会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
藤岡会員 : 相原会長ほか、ひな壇の皆様、大変お疲れ様でした。よく頑張られました。有難うございました。平松先生、田原先生、

有難うございました。
加茂会員 : ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
氏房会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様一年間ご苦労様でした。
平松会員 : 相原会長、森本幹事の理事・役員の皆様ご活躍に御礼申し上げます。私は今回をもちまして退会させていただきます。

2010年川西会長の時に、岩本会員・木本会員による推薦により入会させていただきまして感謝しています。岡山北西
RCの先輩をはじめ、すべての会員の方とご一緒に、有意義な毎日を過ごさせていただき、有難うございました。当クラ
ブのますますのご発展と皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。

井川会員 : 平松先生、大変お世話になり本当にありがとうございました。
田原会員、お会いできて光栄でした。本日までありがとうございました。
副幹事としての最後の例会を無事に迎えることができました。皆様のご協力に感謝しスマイルいたします。

山下会員 : 後楽園RCの森谷先生がお見えなのでスマイルします。
22日㈯東京の如水会館で免疫細胞「瀬田グループ」の感謝祭があり（25周年）東京出張しました。帰りは「サンライズ瀬戸」で帰りました。

村田会員 : 前回から参加ですが大変あたたかく迎えて頂き、感謝しております。本年度ひな壇の皆様、お疲れでございました。
高橋会員 : 2年ぶりに100％出席が出来ました。事務局に聞いたら今年も金一封が出るとの事なのでクラブ財政のためスマイルします。
藤木会員 : 今年は殆ど出席できませんでした。来年は頑張れる時は頑張りたいと思います。
三宅会員 : 西岡会員のご機嫌にスマイルします。
西岡会員 : 相原会長、森本幹事、一年間お疲れ様でした。会員皆様、一年間スマイルありがとうございました。本年度スマイル、

2,013,000円集まりました。ありがとうございました。 30件　154,000円（累計2,013,000円）

2023-2024年度表彰　 　　　

退会の挨拶 
退会のご挨拶 　　平　松　　　信　会員
　今月をもちましてRCを退会させていただきます平松信でございます。
2010年の川西会長の時に岩本会員、木本会員の推薦により岡山北西RCの会員にならせていただきましたこと
で、人生を豊かにさせていただきました。
　先輩の会員にご指導いただきまして、またすべての会員の皆様と有意義に過ごさせていただきましたこと深謝
いたします。国歌、ロータリーの歌、クラブソング、藤木会員の音楽などを聴かせていただき、そして多くの会議や友好に参加させてい
ただきまして楽しいひとときを過ごさせていただきました。しかし最近は例会以外には参加できにくくなりましたので、私の会長の際に
副会長をしていただきました相原会員の会長退任により退会させていただきます。次年度の山田会長とは、自宅が近くですので参
加できませんこと残念に思います。次々年度の笠原会員のご活躍も信じています。事務員の皆様のお心遣い、グランヴィアのご配慮
に感謝いたします。岡山北西RCのなお一層のご発展と皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。まことに有難うございました。
退会のご挨拶 　　田　原　　　誠　会員
　岡山理科大学附属中学校と高等学校の校長の田原と申します。
　本日は、今年度をもちまして、岡山北西RCを退会させていただくことになり、これまで本RCにお世話になりま
したことへのお礼とご挨拶に参りました。
　岡山理科大学附属中学校は、本RCのインターアクトクラブの活動に参加させていただいておりました。特
に、高校生の部門がインターアクトクラブに積極的に参加しておりましたが、現在、附属中学校は高校部門を
持たない中学校となっております。今年3月に最後の高校生が卒業いたしましたことから、RCの方 と々ご相談
の上、退会させていただくことになりました。
　岡山北西RC様には、前校長の時代も含め、8年以上にわたりインターアクトクラブの活動についてお世話になりました。心より感
謝申し上げます。
　最後になりましたが、岡山北西RC様と会員の皆様の益々のご発展をお祈り申し上げます。どうもありがとうございました。
野球同好会　活動報告
 野球同好会監督　笠原  英司　会員
　6月16日の高松リーグでは昨年15-6と大敗した高松南
ロータリーとの対戦でした。全員の猛打炸裂で大勝しま
した。次は7月28日㈰高松グリーンとの対戦です。

７月お祝い行事

例会プログラム例会プログラム

前回６月24日の例会記録前回６月24日の例会記録

歴史同好会報告 仲　田　錠　二　会員
第12回理事・役員会議事録

日時　2024年６月３日㈪13：30～14：00　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「トパーズの間」
⒈ 開　　会 会　　　長　相原利行
 司会・幹事　森本剛仁
⒉ 出席者の確認 副　幹　事　井川浩典
相原利行　入江直人　森本剛仁　井川浩典　西岡貞則　日笠常信　与田卓士　樋口芳紀
笠原英司　堀川辰也　山田喜広　　　オブザーバー　槌田道弘　　 

⒊ 会長挨拶 相原利行
⒋ 審議事項
① 6月のプログラムについて（資料1）
　　資料１の通り承認された。
② IDM兼お花見会の収支報告について（資料2）
　　資料２の通り承認された。参加人数、量などを次回の参考にする。
③ 社会奉仕委員会の収支報告について（資料3）
　　資料３の通り承認された。
④ 京都朱雀RCとの友好交流会決算について（資料4）
　　資料４の通り承認された。
⑤ Ｒ財団寄附金について（資料5）
　為替レートの大きな変動により、Ｒ財団寄付金の目標を達成できない状況にあることから、個
人寄付とポリオプラスの積立金の流用で目標を達成させる運用が提案され、承認された。

⒌ 協議事項
　①インターアクトクラブの方向性について
　候補校にアプローチを行い、インターアクトクラブ地区協議会などへは引き続き参加すること
とする。

⒍ 報告事項
　① 岡山旭川RCとの合同事業について
　外国人無料健康診断の旭川RC、北西RCの費用負担については各10万円を限度に負担すること
を申し合わせており、旭川RCはチラシ費用を負担し、残りを済生会に支払い、北西RCは弁当代、
通訳の交通費を負担し、残りを済生会に支払ったことが報告された。

　② 年度末表彰について（資料6）
　（ホームクラブ出席100％表彰・スマイル表彰）
　　例年通り表彰することが報告された。
⒎ 閉　　会 副会長　入江直人

６月のお祝い行事
　



－２－

「会長・幹事退任挨拶」
会長退任挨拶 会  長　相　原　利　行　会員 
　前々年度の指名委員会で次期会長にご指名いただいてから、不安ばかりでした。前年度の鴨井年度で一気に会員増
強が実現し、日に日に雰囲気も良くなってきて、この流れを壊したくないと不安も一層大きくなりました。そこで二つのことを実
現させようと考えました。一つは入江会員、山田会員の副会長２名体制、もう一つは波多さんにご入会いただくことです。副
会長２名体制は、残念ながら指名委員会で賛同を得られることが出来ず実現しませんでしたが、山田会員が私の次の年
度の会長指名を受けられたことで、結果的には同じことになりました。波多さんには１年以上の時間がかかりましたが、前年
度の鴨井会長、橘高幹事のご協力のお陰でご入会いただくことが出来ました。
　皆さんのご協力のもと、何とか１年間過ごすことが出来ましたが、澤田会員と石川会員の退会は私にとって試練でした。次年度の山田会長、槌田
幹事と共に、新入会員の退会防止を重視していた中でのことでしたので、大変ショックでした。
　最後になりましたが、石川会員の退会の後、副会長の職にありながら毎週の週報を作成いただいた入江副会長をはじめとしたひな壇の皆さん、
特に森本幹事には感謝しかありません。最初は「金は出しても、口は出さない」を心に決めておりましたが、年度の途中、後悔はしたくないと自分の中
で振り切った時があり、それからは細かいことにも口出しをしてしまいました。また、米山奨学金の個人寄付等、お金も沢山使わせました。
　これからも、次年度の山田会長、槌田幹事はじめ皆さんへこの１年の恩返しが出来るようこのクラブの中で自分が出来ることで貢献していきたい
と思います。

幹事退任挨拶 幹事　森　本　剛　仁　会員 
　皆さん、こんにちは。本日の出席、ありがとうございます。人生最後の幹事退任あいさつを行います。
　さて、相原年度はいかがだったでしょうか。まずはこの一年間、相原年度を支えて頂きました全ての会員の皆様に、 感謝
申し上げます。今年度当クラブのスローガンは「仲間を増やそう」でした。皆様、仲間を増やすことは出来たでしょうか？
　今年度、例年通りの行事、イベントを開催いたしましたが、新しい試みとして6RC合同特別例会、懇親会が開催されまし
た。これは昨年度6RCの事務所を移転し、これをきっかけにさらなる6RCの「絆と交流を深めることができますように」といっ
た趣旨での開催でした。当日の席次は次年度の委員会単位で、情報交換の時間をもうけ、今後のロータリー活動のヒントになればと、考えられたも
のでした。クラブを越えて親睦を深めることができた貴重な時間となりました。
　今年度、幹事としていろいろな経験をさせて頂きましたが、あした彩の卒業イベントは心に残るものでした。講演は2016年に交通事故で長男謙真
くんを亡くされた犯罪被害者遺族の高田香さんによるものでした。講演の内容は当時、小学校1年生の謙真くんは下校途中に青信号の横断歩道を
横断しているときに、右折してきた2tトラックに衝突してしまったという事故についてでした。事故の原因は、加害者の前方不注意です。加害者へは
過失運転致死、禁固3年、執行猶予4年という判決が出ました。
　犯罪被害者遺族と聞いて、皆さんは何を思われますか。私は高田さんの講演を聞いてご遺族の絶望感は計り知れないものだなと思いました。そ
して、自分も犯罪被害者になるかもしれない、車を運転する以上、加害者になってしまうかもしれない、あるいは遺族になってしまうかもしれないと思う
と、自分の中で少し考え方が変わったように思いました。
　高田さんの講演を聞いて、大きな希望もありました。それは、あした彩に所属される若い学生たちの行動です。彼らは2017年岡山県内の大学と専
門学校の学生が集まり「犯罪被害者支援大学生ボランティア連絡会」として岡山県警察のご協力により発足しました。私があした彩の活動を知った
のはもちろん、岡山北西RCに入会してからです。多くの学生が犯罪被害者を減らそうと活動されていることに感心しました。クラブとしても今後も継
続してあした彩を支援することで、将来、犯罪の数、そして被害者、加害者、さらに犯罪被害者遣族の数が減っていくことになれば大変うれしいこと
だと思いました。
　今年度は多くの周年記念式典、祝賀会にクラブを代表して参加させて頂きました。全ての式典が記憶に残るものでしたが特に親クラブであります
岡山北RCの創立55周年記念式典での全盲の竹内昌彦さんの講演は感動するものでした。講演の内容は、いじめや障害者差別など数々の困難
に立ち向かい、ひとつひとつ乗り越えて成長していく人生の物語でした。現在は国境を越えて、手術をすれば目が見えるようになる方への支援をな
さっています。竹内さんの講演を聞いてどんな時も前向きに歩み続ける事、生きることの意味、命の尊さなど勉強させて頂いたように思います。
　2月11日には創立55周年を迎えられた岡山東RCの記念式典に参加させて頂きました。当日は来賓の岡山市長をはじめ、190名もの参加者がプラ
ザホテルで岡山東RCの55周年をお祝いされました。岡山東RCの会員約100名が、この式典にどれだけの熱意を注いでこられたか・・思いが伝わ
る記憶に残る式典でした。岡山城に寄贈された掛け軸の素睛らしさ、こだわりのドリンクとお料理、55周年記念旅行のビデオ放映、アトラクションは涙
あり笑いありの盛りだくさんのものでどれも大満足でした。そして何より感動したのは、会員の出席率が100％だったことです。この式典の準備に1年
半をかけたとお聞きしました。本当に大変だったと思いますが、皆で作り上けた式典、祝宴は素睛らしいものでした。
　3月6日にはグランヴィアにて岡山RC創立90周年記念式典が盛大に開催されました。創立当時からの様子が白黒の映像で紹介され、戦前から受
け継がれてきた歴史の重さを感じました。皆様、ご存じの通り、岡山RCは岡山で最初の、また2690地区でも一番古いクラブです。2690地区にある65
クラブのうち実に51クラブが岡山RCの子や孫クラブです。当日は県内のRCはもとより、台湾から高雄RCやアメリカのサンノゼRCと、約260人が参加
されました。さすが岡山RCでした。
　またクラブ内で開催された行事、王子が岳での清掃活動、京都朱雀RC様との友好旅行、外国人の方への無料健康相談、高校生による岡山の
歴史文化研究フォーラムなど多くの行事を滞りなく終えることが出来たのも、これらを支えてくださった各委員長、会員の皆様のおかげです。大変お
世話になりました。
　幹事になると、クラブのこと、ロータリーのことがよく分かると聞きましたが、その通りでした。当クラブに入会させて頂いて7年が経ち、この2年間はひ
な壇に座らせて頂きました。どの程度、お役に立てたかわかりませんが私にとっては非常に有意義な時間であり、特別な経験でした。皆様、至らない
私でしたが一年間、幹事を支えて頂きましてありがとうございました。長きにわたりクラブを支えてくださった中山さん、岡山北西RC会員の皆様に再
度感謝を申し上げ、幹事退任挨拶とさせて頂きます。一年間、ありがとうこざいました。
　
　 
出席の状況　
会 員 数　49名（内出席免除者　０名） 出席者数　45名
欠席者数　４名 出 席 率　91.84％　　　　
欠 席 者　久松，笠原，川本，小林

ビ ジ タ ー 
〈岡山後楽園RC〉　森谷  行利  様  　〈岡山RC〉　岡本  典久  様

会 長 報 告 会  長　相　原　利　行
　いよいよ今日が本年度最後の例会となりました。皆さまには一年間大変お世話になりました。最後に残念なお知らせです。本日を
もちまして、平松信会員と田原誠会員が退会されることになりました。本年度は47名の会員数で始まり、次年度も同じく47名で山田
次期会長に引き継ぐことになりました。何とか会員数を減らさずに引き継ぐことになり安堵しております。
幹 事 報 告 幹  事　森　本　剛　仁
① 7月の出席確認表を回覧いたしますので、よろしくお願いいたします。
② 岡山東RC創立55周年記念冊子、他クラブ月報・週報を回覧いたします。
③ 今年度のクラブ運営にご理解とご協力頂きました全ての皆様に感謝いたします。
スマイル報告　
岡山後楽園RC　森谷行利様 : 相原会長、一年間ご苦労様でした。
ひな壇一同: 本日で相原年度の最終例会となりました。会員皆様の協力のもと一年間無事に終わる事が、出来ますことに、ひな壇

一同御礼を申し上げます。
相原会長 : 森谷先生、本日はご来訪ありがとうございます。次年度にお願いしております卓話、よろしくお願いいたします。
森本幹事 : 平松会員、田原会員、事務局の中山さん、これまでお疲れ様でした。

相原年度、最後の例会に出席していただき、ありがとうございます。
丹治会員 : 相原会長はじめひな壇の皆様、一年間ありがとうございました。
末吉会員 : 相原会長、森本幹事、一年間ありがとうございました。
岡本会員 : 会長、幹事、一年間お疲れ様でした。

平松会員、本日最後での退会、同期入会の方で淋しくなります。お世話になりました。
新山会員 : 相原会長、森本幹事、一年間お疲れ様でした。色 と々ご指導して頂いたことに感謝してスマイルします。

本日の歴史同好会で講師を務めさせて頂きます。宜しくお願い致します。
山田会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様、一年間大変お疲れ様でした。安定感のある年度で素晴らしかったです。

次週から新年度になります。皆様宜しくお願い致します。
鴨井会員 : 相原会長、森本幹事、一年間ありがとうございました。相原会長、そこからの眺めはいかがでしたか。来週からはこち

ら側でのんびりしましょう。
藤島会員 : ひな壇の皆様お疲れ様でした。先日、出席部会の集まりに参加させていただきました。横山さんご馳走様でした。
橘高会員 : 相原会長年度のひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。

平松会員、長い間お世話になりありがとうございました。
槌田会員 : 相原年度、一年間お疲れ様でした。
仲田会員 : 相原会長、ひな壇の皆様一年間大変お世話になりました。感謝を込めてスマイルします。
横山会員 : 一年間ありがとうございました。
樋口会員 : 相原会長、ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
堀川会員 : 相原会長を始め、ひな壇の皆様一年間お疲れ様でした。また、お世話になりました。
日笠（伸）会員 : ひな壇の皆様をはじめとする今年度の理事・役員の皆様、一年間本当にお疲れ様でした。
福元会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
藤岡会員 : 相原会長ほか、ひな壇の皆様、大変お疲れ様でした。よく頑張られました。有難うございました。平松先生、田原先生、

有難うございました。
加茂会員 : ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
氏房会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様一年間ご苦労様でした。
平松会員 : 相原会長、森本幹事の理事・役員の皆様ご活躍に御礼申し上げます。私は今回をもちまして退会させていただきます。

2010年川西会長の時に、岩本会員・木本会員による推薦により入会させていただきまして感謝しています。岡山北西
RCの先輩をはじめ、すべての会員の方とご一緒に、有意義な毎日を過ごさせていただき、有難うございました。当クラ
ブのますますのご発展と皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。

井川会員 : 平松先生、大変お世話になり本当にありがとうございました。
田原会員、お会いできて光栄でした。本日までありがとうございました。
副幹事としての最後の例会を無事に迎えることができました。皆様のご協力に感謝しスマイルいたします。

山下会員 : 後楽園RCの森谷先生がお見えなのでスマイルします。
22日㈯東京の如水会館で免疫細胞「瀬田グループ」の感謝祭があり（25周年）東京出張しました。帰りは「サンライズ瀬戸」で帰りました。

村田会員 : 前回から参加ですが大変あたたかく迎えて頂き、感謝しております。本年度ひな壇の皆様、お疲れでございました。
高橋会員 : 2年ぶりに100％出席が出来ました。事務局に聞いたら今年も金一封が出るとの事なのでクラブ財政のためスマイルします。
藤木会員 : 今年は殆ど出席できませんでした。来年は頑張れる時は頑張りたいと思います。
三宅会員 : 西岡会員のご機嫌にスマイルします。
西岡会員 : 相原会長、森本幹事、一年間お疲れ様でした。会員皆様、一年間スマイルありがとうございました。本年度スマイル、

2,013,000円集まりました。ありがとうございました。 30件　154,000円（累計2,013,000円）

2023-2024年度表彰　 　　　

退会の挨拶 
退会のご挨拶 　　平　松　　　信　会員
　今月をもちましてRCを退会させていただきます平松信でございます。
2010年の川西会長の時に岩本会員、木本会員の推薦により岡山北西RCの会員にならせていただきましたこと
で、人生を豊かにさせていただきました。
　先輩の会員にご指導いただきまして、またすべての会員の皆様と有意義に過ごさせていただきましたこと深謝
いたします。国歌、ロータリーの歌、クラブソング、藤木会員の音楽などを聴かせていただき、そして多くの会議や友好に参加させてい
ただきまして楽しいひとときを過ごさせていただきました。しかし最近は例会以外には参加できにくくなりましたので、私の会長の際に
副会長をしていただきました相原会員の会長退任により退会させていただきます。次年度の山田会長とは、自宅が近くですので参
加できませんこと残念に思います。次々年度の笠原会員のご活躍も信じています。事務員の皆様のお心遣い、グランヴィアのご配慮
に感謝いたします。岡山北西RCのなお一層のご発展と皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。まことに有難うございました。
退会のご挨拶 　　田　原　　　誠　会員
　岡山理科大学附属中学校と高等学校の校長の田原と申します。
　本日は、今年度をもちまして、岡山北西RCを退会させていただくことになり、これまで本RCにお世話になりま
したことへのお礼とご挨拶に参りました。
　岡山理科大学附属中学校は、本RCのインターアクトクラブの活動に参加させていただいておりました。特
に、高校生の部門がインターアクトクラブに積極的に参加しておりましたが、現在、附属中学校は高校部門を
持たない中学校となっております。今年3月に最後の高校生が卒業いたしましたことから、RCの方 と々ご相談
の上、退会させていただくことになりました。
　岡山北西RC様には、前校長の時代も含め、8年以上にわたりインターアクトクラブの活動についてお世話になりました。心より感
謝申し上げます。
　最後になりましたが、岡山北西RC様と会員の皆様の益々のご発展をお祈り申し上げます。どうもありがとうございました。
野球同好会　活動報告
 野球同好会監督　笠原  英司　会員
　6月16日の高松リーグでは昨年15-6と大敗した高松南
ロータリーとの対戦でした。全員の猛打炸裂で大勝しま
した。次は7月28日㈰高松グリーンとの対戦です。

７月お祝い行事

歴史同好会報告 仲　田　錠　二　会員
第12回理事・役員会議事録
日時　2024年６月３日㈪13：30～14：00　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「トパーズの間」
⒈ 開　　会 会　　　長　相原利行
 司会・幹事　森本剛仁
⒉ 出席者の確認 副　幹　事　井川浩典
相原利行　入江直人　森本剛仁　井川浩典　西岡貞則　日笠常信　与田卓士　樋口芳紀
笠原英司　堀川辰也　山田喜広　　　オブザーバー　槌田道弘　　 

⒊ 会長挨拶 相原利行
⒋ 審議事項
① 6月のプログラムについて（資料1）
　　資料１の通り承認された。
② IDM兼お花見会の収支報告について（資料2）
　　資料２の通り承認された。参加人数、量などを次回の参考にする。
③ 社会奉仕委員会の収支報告について（資料3）
　　資料３の通り承認された。
④ 京都朱雀RCとの友好交流会決算について（資料4）
　　資料４の通り承認された。
⑤ Ｒ財団寄附金について（資料5）
　為替レートの大きな変動により、Ｒ財団寄付金の目標を達成できない状況にあることから、個
人寄付とポリオプラスの積立金の流用で目標を達成させる運用が提案され、承認された。

⒌ 協議事項
　①インターアクトクラブの方向性について
　候補校にアプローチを行い、インターアクトクラブ地区協議会などへは引き続き参加すること
とする。

⒍ 報告事項
　① 岡山旭川RCとの合同事業について
　外国人無料健康診断の旭川RC、北西RCの費用負担については各10万円を限度に負担すること
を申し合わせており、旭川RCはチラシ費用を負担し、残りを済生会に支払い、北西RCは弁当代、
通訳の交通費を負担し、残りを済生会に支払ったことが報告された。

　② 年度末表彰について（資料6）
　（ホームクラブ出席100％表彰・スマイル表彰）
　　例年通り表彰することが報告された。
⒎ 閉　　会 副会長　入江直人

６月のお祝い行事
　



「会長・幹事退任挨拶」
会長退任挨拶 会  長　相　原　利　行　会員 
　前々年度の指名委員会で次期会長にご指名いただいてから、不安ばかりでした。前年度の鴨井年度で一気に会員増
強が実現し、日に日に雰囲気も良くなってきて、この流れを壊したくないと不安も一層大きくなりました。そこで二つのことを実
現させようと考えました。一つは入江会員、山田会員の副会長２名体制、もう一つは波多さんにご入会いただくことです。副
会長２名体制は、残念ながら指名委員会で賛同を得られることが出来ず実現しませんでしたが、山田会員が私の次の年
度の会長指名を受けられたことで、結果的には同じことになりました。波多さんには１年以上の時間がかかりましたが、前年
度の鴨井会長、橘高幹事のご協力のお陰でご入会いただくことが出来ました。
　皆さんのご協力のもと、何とか１年間過ごすことが出来ましたが、澤田会員と石川会員の退会は私にとって試練でした。次年度の山田会長、槌田
幹事と共に、新入会員の退会防止を重視していた中でのことでしたので、大変ショックでした。
　最後になりましたが、石川会員の退会の後、副会長の職にありながら毎週の週報を作成いただいた入江副会長をはじめとしたひな壇の皆さん、
特に森本幹事には感謝しかありません。最初は「金は出しても、口は出さない」を心に決めておりましたが、年度の途中、後悔はしたくないと自分の中
で振り切った時があり、それからは細かいことにも口出しをしてしまいました。また、米山奨学金の個人寄付等、お金も沢山使わせました。
　これからも、次年度の山田会長、槌田幹事はじめ皆さんへこの１年の恩返しが出来るようこのクラブの中で自分が出来ることで貢献していきたい
と思います。

幹事退任挨拶 幹事　森　本　剛　仁　会員 
　皆さん、こんにちは。本日の出席、ありがとうございます。人生最後の幹事退任あいさつを行います。
　さて、相原年度はいかがだったでしょうか。まずはこの一年間、相原年度を支えて頂きました全ての会員の皆様に、 感謝
申し上げます。今年度当クラブのスローガンは「仲間を増やそう」でした。皆様、仲間を増やすことは出来たでしょうか？
　今年度、例年通りの行事、イベントを開催いたしましたが、新しい試みとして6RC合同特別例会、懇親会が開催されまし
た。これは昨年度6RCの事務所を移転し、これをきっかけにさらなる6RCの「絆と交流を深めることができますように」といっ
た趣旨での開催でした。当日の席次は次年度の委員会単位で、情報交換の時間をもうけ、今後のロータリー活動のヒントになればと、考えられたも
のでした。クラブを越えて親睦を深めることができた貴重な時間となりました。
　今年度、幹事としていろいろな経験をさせて頂きましたが、あした彩の卒業イベントは心に残るものでした。講演は2016年に交通事故で長男謙真
くんを亡くされた犯罪被害者遺族の高田香さんによるものでした。講演の内容は当時、小学校1年生の謙真くんは下校途中に青信号の横断歩道を
横断しているときに、右折してきた2tトラックに衝突してしまったという事故についてでした。事故の原因は、加害者の前方不注意です。加害者へは
過失運転致死、禁固3年、執行猶予4年という判決が出ました。
　犯罪被害者遺族と聞いて、皆さんは何を思われますか。私は高田さんの講演を聞いてご遺族の絶望感は計り知れないものだなと思いました。そ
して、自分も犯罪被害者になるかもしれない、車を運転する以上、加害者になってしまうかもしれない、あるいは遺族になってしまうかもしれないと思う
と、自分の中で少し考え方が変わったように思いました。
　高田さんの講演を聞いて、大きな希望もありました。それは、あした彩に所属される若い学生たちの行動です。彼らは2017年岡山県内の大学と専
門学校の学生が集まり「犯罪被害者支援大学生ボランティア連絡会」として岡山県警察のご協力により発足しました。私があした彩の活動を知った
のはもちろん、岡山北西RCに入会してからです。多くの学生が犯罪被害者を減らそうと活動されていることに感心しました。クラブとしても今後も継
続してあした彩を支援することで、将来、犯罪の数、そして被害者、加害者、さらに犯罪被害者遣族の数が減っていくことになれば大変うれしいこと
だと思いました。
　今年度は多くの周年記念式典、祝賀会にクラブを代表して参加させて頂きました。全ての式典が記憶に残るものでしたが特に親クラブであります
岡山北RCの創立55周年記念式典での全盲の竹内昌彦さんの講演は感動するものでした。講演の内容は、いじめや障害者差別など数々の困難
に立ち向かい、ひとつひとつ乗り越えて成長していく人生の物語でした。現在は国境を越えて、手術をすれば目が見えるようになる方への支援をな
さっています。竹内さんの講演を聞いてどんな時も前向きに歩み続ける事、生きることの意味、命の尊さなど勉強させて頂いたように思います。
　2月11日には創立55周年を迎えられた岡山東RCの記念式典に参加させて頂きました。当日は来賓の岡山市長をはじめ、190名もの参加者がプラ
ザホテルで岡山東RCの55周年をお祝いされました。岡山東RCの会員約100名が、この式典にどれだけの熱意を注いでこられたか・・思いが伝わ
る記憶に残る式典でした。岡山城に寄贈された掛け軸の素睛らしさ、こだわりのドリンクとお料理、55周年記念旅行のビデオ放映、アトラクションは涙
あり笑いありの盛りだくさんのものでどれも大満足でした。そして何より感動したのは、会員の出席率が100％だったことです。この式典の準備に1年
半をかけたとお聞きしました。本当に大変だったと思いますが、皆で作り上けた式典、祝宴は素睛らしいものでした。
　3月6日にはグランヴィアにて岡山RC創立90周年記念式典が盛大に開催されました。創立当時からの様子が白黒の映像で紹介され、戦前から受
け継がれてきた歴史の重さを感じました。皆様、ご存じの通り、岡山RCは岡山で最初の、また2690地区でも一番古いクラブです。2690地区にある65
クラブのうち実に51クラブが岡山RCの子や孫クラブです。当日は県内のRCはもとより、台湾から高雄RCやアメリカのサンノゼRCと、約260人が参加
されました。さすが岡山RCでした。
　またクラブ内で開催された行事、王子が岳での清掃活動、京都朱雀RC様との友好旅行、外国人の方への無料健康相談、高校生による岡山の
歴史文化研究フォーラムなど多くの行事を滞りなく終えることが出来たのも、これらを支えてくださった各委員長、会員の皆様のおかげです。大変お
世話になりました。
　幹事になると、クラブのこと、ロータリーのことがよく分かると聞きましたが、その通りでした。当クラブに入会させて頂いて7年が経ち、この2年間はひ
な壇に座らせて頂きました。どの程度、お役に立てたかわかりませんが私にとっては非常に有意義な時間であり、特別な経験でした。皆様、至らない
私でしたが一年間、幹事を支えて頂きましてありがとうございました。長きにわたりクラブを支えてくださった中山さん、岡山北西RC会員の皆様に再
度感謝を申し上げ、幹事退任挨拶とさせて頂きます。一年間、ありがとうこざいました。
　
　 
出席の状況　
会 員 数　49名（内出席免除者　０名） 出席者数　45名
欠席者数　４名 出 席 率　91.84％　　　　
欠 席 者　久松，笠原，川本，小林

ビ ジ タ ー 
〈岡山後楽園RC〉　森谷  行利  様  　〈岡山RC〉　岡本  典久  様

会 長 報 告 会  長　相　原　利　行
　いよいよ今日が本年度最後の例会となりました。皆さまには一年間大変お世話になりました。最後に残念なお知らせです。本日を
もちまして、平松信会員と田原誠会員が退会されることになりました。本年度は47名の会員数で始まり、次年度も同じく47名で山田
次期会長に引き継ぐことになりました。何とか会員数を減らさずに引き継ぐことになり安堵しております。
幹 事 報 告 幹  事　森　本　剛　仁
① 7月の出席確認表を回覧いたしますので、よろしくお願いいたします。
② 岡山東RC創立55周年記念冊子、他クラブ月報・週報を回覧いたします。
③ 今年度のクラブ運営にご理解とご協力頂きました全ての皆様に感謝いたします。
スマイル報告　
岡山後楽園RC　森谷行利様 : 相原会長、一年間ご苦労様でした。
ひな壇一同: 本日で相原年度の最終例会となりました。会員皆様の協力のもと一年間無事に終わる事が、出来ますことに、ひな壇

一同御礼を申し上げます。
相原会長 : 森谷先生、本日はご来訪ありがとうございます。次年度にお願いしております卓話、よろしくお願いいたします。
森本幹事 : 平松会員、田原会員、事務局の中山さん、これまでお疲れ様でした。

相原年度、最後の例会に出席していただき、ありがとうございます。
丹治会員 : 相原会長はじめひな壇の皆様、一年間ありがとうございました。
末吉会員 : 相原会長、森本幹事、一年間ありがとうございました。
岡本会員 : 会長、幹事、一年間お疲れ様でした。

平松会員、本日最後での退会、同期入会の方で淋しくなります。お世話になりました。
新山会員 : 相原会長、森本幹事、一年間お疲れ様でした。色 と々ご指導して頂いたことに感謝してスマイルします。

本日の歴史同好会で講師を務めさせて頂きます。宜しくお願い致します。
山田会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様、一年間大変お疲れ様でした。安定感のある年度で素晴らしかったです。

次週から新年度になります。皆様宜しくお願い致します。
鴨井会員 : 相原会長、森本幹事、一年間ありがとうございました。相原会長、そこからの眺めはいかがでしたか。来週からはこち

ら側でのんびりしましょう。
藤島会員 : ひな壇の皆様お疲れ様でした。先日、出席部会の集まりに参加させていただきました。横山さんご馳走様でした。
橘高会員 : 相原会長年度のひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。

平松会員、長い間お世話になりありがとうございました。
槌田会員 : 相原年度、一年間お疲れ様でした。
仲田会員 : 相原会長、ひな壇の皆様一年間大変お世話になりました。感謝を込めてスマイルします。
横山会員 : 一年間ありがとうございました。
樋口会員 : 相原会長、ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
堀川会員 : 相原会長を始め、ひな壇の皆様一年間お疲れ様でした。また、お世話になりました。
日笠（伸）会員 : ひな壇の皆様をはじめとする今年度の理事・役員の皆様、一年間本当にお疲れ様でした。
福元会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
藤岡会員 : 相原会長ほか、ひな壇の皆様、大変お疲れ様でした。よく頑張られました。有難うございました。平松先生、田原先生、

有難うございました。
加茂会員 : ひな壇の皆様、一年間お疲れ様でした。
氏房会員 : 相原会長、森本幹事、ひな壇の皆様一年間ご苦労様でした。
平松会員 : 相原会長、森本幹事の理事・役員の皆様ご活躍に御礼申し上げます。私は今回をもちまして退会させていただきます。

2010年川西会長の時に、岩本会員・木本会員による推薦により入会させていただきまして感謝しています。岡山北西
RCの先輩をはじめ、すべての会員の方とご一緒に、有意義な毎日を過ごさせていただき、有難うございました。当クラ
ブのますますのご発展と皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。

井川会員 : 平松先生、大変お世話になり本当にありがとうございました。
田原会員、お会いできて光栄でした。本日までありがとうございました。
副幹事としての最後の例会を無事に迎えることができました。皆様のご協力に感謝しスマイルいたします。

山下会員 : 後楽園RCの森谷先生がお見えなのでスマイルします。
22日㈯東京の如水会館で免疫細胞「瀬田グループ」の感謝祭があり（25周年）東京出張しました。帰りは「サンライズ瀬戸」で帰りました。

村田会員 : 前回から参加ですが大変あたたかく迎えて頂き、感謝しております。本年度ひな壇の皆様、お疲れでございました。
高橋会員 : 2年ぶりに100％出席が出来ました。事務局に聞いたら今年も金一封が出るとの事なのでクラブ財政のためスマイルします。
藤木会員 : 今年は殆ど出席できませんでした。来年は頑張れる時は頑張りたいと思います。
三宅会員 : 西岡会員のご機嫌にスマイルします。
西岡会員 : 相原会長、森本幹事、一年間お疲れ様でした。会員皆様、一年間スマイルありがとうございました。本年度スマイル、

2,013,000円集まりました。ありがとうございました。 30件　154,000円（累計2,013,000円）

2023-2024年度表彰　 　　　

退会の挨拶 
退会のご挨拶 　　平　松　　　信　会員
　今月をもちましてRCを退会させていただきます平松信でございます。
2010年の川西会長の時に岩本会員、木本会員の推薦により岡山北西RCの会員にならせていただきましたこと
で、人生を豊かにさせていただきました。
　先輩の会員にご指導いただきまして、またすべての会員の皆様と有意義に過ごさせていただきましたこと深謝
いたします。国歌、ロータリーの歌、クラブソング、藤木会員の音楽などを聴かせていただき、そして多くの会議や友好に参加させてい
ただきまして楽しいひとときを過ごさせていただきました。しかし最近は例会以外には参加できにくくなりましたので、私の会長の際に
副会長をしていただきました相原会員の会長退任により退会させていただきます。次年度の山田会長とは、自宅が近くですので参
加できませんこと残念に思います。次々年度の笠原会員のご活躍も信じています。事務員の皆様のお心遣い、グランヴィアのご配慮
に感謝いたします。岡山北西RCのなお一層のご発展と皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。まことに有難うございました。
退会のご挨拶 　　田　原　　　誠　会員
　岡山理科大学附属中学校と高等学校の校長の田原と申します。
　本日は、今年度をもちまして、岡山北西RCを退会させていただくことになり、これまで本RCにお世話になりま
したことへのお礼とご挨拶に参りました。
　岡山理科大学附属中学校は、本RCのインターアクトクラブの活動に参加させていただいておりました。特
に、高校生の部門がインターアクトクラブに積極的に参加しておりましたが、現在、附属中学校は高校部門を
持たない中学校となっております。今年3月に最後の高校生が卒業いたしましたことから、RCの方 と々ご相談
の上、退会させていただくことになりました。
　岡山北西RC様には、前校長の時代も含め、8年以上にわたりインターアクトクラブの活動についてお世話になりました。心より感
謝申し上げます。
　最後になりましたが、岡山北西RC様と会員の皆様の益々のご発展をお祈り申し上げます。どうもありがとうございました。
野球同好会　活動報告
 野球同好会監督　笠原  英司　会員
　6月16日の高松リーグでは昨年15-6と大敗した高松南
ロータリーとの対戦でした。全員の猛打炸裂で大勝しま
した。次は7月28日㈰高松グリーンとの対戦です。

７月お祝い行事

－３－

委員会、同好会報告 等委員会、同好会報告 等委員会、同好会報告 等委員会、同好会報告 等

歴史同好会報告 仲　田　錠　二　会員
第12回理事・役員会議事録

日時　2024年６月３日㈪13：30～14：00　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「トパーズの間」
⒈ 開　　会 会　　　長　相原利行
 司会・幹事　森本剛仁
⒉ 出席者の確認 副　幹　事　井川浩典
相原利行　入江直人　森本剛仁　井川浩典　西岡貞則　日笠常信　与田卓士　樋口芳紀
笠原英司　堀川辰也　山田喜広　　　オブザーバー　槌田道弘　　 

⒊ 会長挨拶 相原利行
⒋ 審議事項
① 6月のプログラムについて（資料1）
　　資料１の通り承認された。
② IDM兼お花見会の収支報告について（資料2）
　　資料２の通り承認された。参加人数、量などを次回の参考にする。
③ 社会奉仕委員会の収支報告について（資料3）
　　資料３の通り承認された。
④ 京都朱雀RCとの友好交流会決算について（資料4）
　　資料４の通り承認された。
⑤ Ｒ財団寄附金について（資料5）
　為替レートの大きな変動により、Ｒ財団寄付金の目標を達成できない状況にあることから、個
人寄付とポリオプラスの積立金の流用で目標を達成させる運用が提案され、承認された。

⒌ 協議事項
　①インターアクトクラブの方向性について
　候補校にアプローチを行い、インターアクトクラブ地区協議会などへは引き続き参加すること
とする。

⒍ 報告事項
　① 岡山旭川RCとの合同事業について
　外国人無料健康診断の旭川RC、北西RCの費用負担については各10万円を限度に負担すること
を申し合わせており、旭川RCはチラシ費用を負担し、残りを済生会に支払い、北西RCは弁当代、
通訳の交通費を負担し、残りを済生会に支払ったことが報告された。

　② 年度末表彰について（資料6）
　（ホームクラブ出席100％表彰・スマイル表彰）
　　例年通り表彰することが報告された。
⒎ 閉　　会 副会長　入江直人

６月のお祝い行事
　

メニュー情報 メニュー情報 メニュー情報 メニュー情報 
本日のメニュー（７月１日）
自家製ハムとナッツのサラダ　　　
イサキのポワレ　夏野菜のミネストローネ仕立て
ホワイトチョコレートとパッションフルーツのガトー  フロマージュブランのクリーム
パン　コーヒー

次回のメニュー（７月８日）夜間例会特別メニュー
　

ホームクラブ出席 100%表彰ホームクラブ出席 100%表彰

スマイル表彰スマイル表彰

前回メニュー（6月24日）
千屋牛三色丼

左から 相原  利行  会員
 山下  浩一  会員
 川西  熊雄  会員
 岡本  浩三  会員
 高橋  峯男  会員

左から 山田  喜広  会員
 中田  錠二  会員
 山下  浩一  会員
 平松  　信  会員
 樋口  芳紀  会員


